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商 号 オーベクス株式会社
　　　　 CORPORATION

本 店 東京都墨田区両国4-31-11
創 立 年 月 日 1892年（明治25年）12月12日
設 立 年 月 日 1893年（明治26年）12月29日
株 式 上 場 東証市場第2部
資 本 金 19億3,983万円
主な事業内容

テ ク ノ 製 品 サインペン先、コスメティック用ペン先
の製造販売

メディカル製品 医療機器の製造販売
そ の 他 不動産賃貸

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当　　　毎年3月31日
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 0120-782-031（フリーダイヤル）
取扱事務は三井住友信託銀行株式会社の本店および
全国各支店で行っております。

公 告 の 方 法 当社のホームページに記載いたします。 
https://www.aubex.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その
他のやむを得ない事由が生じた時は、日本経済新聞
に公告いたします。）

・住所変更、単元未満株式の買取・買増等の
　お申出先について
　　�株主様の口座のある証券会社にお申出く

ださい。
　　�なお、証券会社に口座がないため特別口

座が開設されました株主様は、特別口座
の口座管理機関である三井住友信託銀行
株式会社にお申出ください。

買取制度 単元未満株式を当社に買取るよ
う請求できる制度です。

買増制度 単元未満株式を1単元（100株）
にするために必要な数の株式を
買増することを当社に請求でき
る制度です。

・未払配当金の支払について
　　�株主名簿管理人である三井住友信託銀行

株式会社にお申出ください。

代表取締役社長　　　栗原　則義
取 締 役　　　木内　忠興
取 締 役　　　村上　弘成
取 締 役　　　作田　隆太郎
取 締 役　　　塚越　孝弘
社 外 取 締 役　　　石橋　健藏
社 外 取 締 役　　　中村　誠
常 勤 監 査 役　　　永田　稔
社 外 監 査 役　　　保田　勝之
社 外 監 査 役　　　岸本　英夫

会社概要・株式の概況

株主メモ

会社概要（2021年3月31日現在）

役員（2021年6月24日現在）

オーベクステクノロジー株式会社
オーベクスメディカル株式会社
天津奥貝庫斯技研有限公司

連結子会社（2021年3月31日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数 8,000,000株
発 行 済 株 式 総 数 3,092,623株
単 元 株 式 数 100株
株 主 数 1,245名
大 株 主 の 状 況

株式の概況（2021年3月31日現在）

株　主　名 持株数
（株）

持株比率
（％）

昭 和 化 学 工 業 株 式 会 社 471,435 15.30
株 式 会 社 麻 生 445,600 14.46
若 築 建 設 株 式 会 社 423,209 13.74
株式会社日本カストディ銀行（信託E口） 316,760 10.28
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 113,632 3.68
オ ー ベ ク ス 取 引 先 持 株 会 101,100 3.28
三井住友信託銀行株式会社 66,600 2.16
オ ー ベ ク ス 従 業 員 持 株 会 56,233 1.82
井 上 幸 雄 40,800 1.32
栗 原 則 義 37,900 1.23

（注）	1. 持株比率は自己株式（12,538株）を控除して計算しております。
	 2. �資産管理サービス信託銀行株式会社は、2020年７月27日に日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社に吸収合併され、株式会社日本カストディ銀行に
商号変更しております。

	 3. �株式会社日本カストディ銀行（信託E口）は、株式給付信託における当社株式
の再信託先であります。

ホームページのご案内
当社のホームページでは最新のトピックスをはじめIR情報や
財務情報など当社をご理解いただくため様々な情報を提供し
ています。

オーベクス 検　索

https://www.aubex.co.jp/

セグメント別概況

テクノ製品事業
　テクノ製品事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により売上
は国内外共に低調に推移しました結果、売上高は3,325百万円（前期
比9.2％減）となりました。セグメント利益は売上高の変動に合わせ
た製造コストおよび販売費の抑制などによる利益確保に努めました結
果、406百万円（前期比1.0％増）となりました。

売上高

3,325百万円（前期比9.2％減）
セグメント利益（営業利益）

406百万円（前期比1.0％増）

メディカル製品事業
　メディカル製品事業は、リモートによる営業活動およびプロモーシ
ョン活動などに取り組み拡販に努めました結果、売上高は1,421百万
円(前期比3.7％減)となりました。セグメント利益はコロナ禍による
営業活動の自粛に伴う経費見直しなどのコスト削減を進めたことによ
り、141百万円(前期比59.4％増)となりました。

売上高

1,421百万円（前期比3.7％減）
セグメント利益（営業利益）

141百万円（前期比59.4％増）

当期の概況について
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響を受けて、生産活動の
停滞や外出自粛などにより個人消費の落込みが進行し、景気の悪化は一部を除いて継続しており非常に厳しい状
況が続きました。
　このような事業環境の中、当社グループは、暮らしに欠かせない文化と科学を提案するため、コロナ対策とし
ては在宅勤務の推進、千葉ニューテックセンター内のサテライトオフィス新設、WEB会議システム活用などに
より、新製品の開発、製造コストの削減および対面営業に代わる営業活動などに注力してまいりました。
　その結果、当連結会計年度の売上高は4,751百万円（前期比7.6％減）、営業利益は265百万円（前期比21.5％
増）、経常利益は331百万円（前期比63.7％増）、中国子会社における事業構造改善費用および減損損失などの特
別損失の計上があり、親会社株主に帰属する当期純利益は114百万円（前期比18.3％減）となりました。

売上高（連結）

4,751百万円 （前期比7.6％減）

営業利益（連結）

265百万円（前期比21.5％増）

経常利益（連結）

331百万円（前期比63.7％増）
親会社株主に帰属する当期純利益

114百万円（前期比18.3％減）

次期の見通し
　新型コロナウイルスの世界的な感染の収束は、ワクチン接種が広くいきわたる来年以降
に持ち越されると想定され、経済活動の制約による景気の下振れは当面の間継続するもの
と予想されます。このような先行き不透明な状況を背景として、次期の連結業績の見通し
につきましては、売上高4,900百万円（前期比3.1％増）、営業利益250百万円（前期比
5.8％減）、経常利益210百万円（前期比36.7％減）、親会社株主に帰属する当期純利益
150百万円（前期比30.5％増）を予想しております。
　次期の配当につきましては、期末配当は1株当たり15円とさせていただく予定です。

売上高（連結）

4,900百万円 （前期比3.1％増）

営業利益（連結）

250百万円 （前期比5.8％減）

年間配当
（期末配当）

15円00銭

経常利益（連結）

210百万円（前期比36.7％減）
親会社株主に帰属する当期純利益

150百万円（前期比30.5％増）
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2022年12月12日
オーベクスは創立130周年を迎えます。
1892年（明治25年）に渋沢栄一が創設した「東京帽子株式会社」は、
1985年（昭和60年）に“拡がる未来”という意味を込めた「オーベクス株
式会社」へと社名を変更。長年の帽子製造で培った加工技術を応用し、
現在は世界市場で高いシェアを誇るペン先メーカーへ、さらに化粧品およ
び医療機器分野へと事業を拡げております。

創立以来130年、いつの時代も可能性をあきらめず、人と社会に貢献でき
る「より役立つもの・より優れたもの」を追求してまいりました。モノづく
りを通じて、「人の想いを伝える、人の想いに応える」企業として、社会に
貢献してまいります。

連結財務諸表

業績の推移

連結貸借対照表（単位：百万円） 連結損益計算書（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

科　目
当期末
2021年

3月31日現在

資産の部

流動資産 5,111

固定資産 3,532

　有形固定資産 3,255

　無形固定資産 31

　投資
　その他の資産 245

資産合計 8,643

科　目
当期末
2021年

3月31日現在

負債の部

流動負債 1,199

固定負債 2,599

負債合計 3,798

純資産の部

株主資本 4,866

資本金 1,939

資本剰余金 518

利益剰余金 2,623

自己株式 △215

その他の包括
利益累計額 △21

その他有価証券
評価差額金 29

土地再評価
差額金 △77

為替換算
調整勘定 26

純資産合計 4,844

負債・純資産
合計 8,643

科　目
当期

自2020年4月1日
至2021年3月31日

売上高 4,751

売上原価 3,354

売上総利益 1,396

販売費及び一般管理費 1,131

営業利益 265

営業外収益 85

営業外費用 19

経常利益 331

特別利益 23

特別損失 131

税金等調整前当期純利益 223

法人税、住民税及び事業税 124

法人税等調整額 △15

当期純利益 114

親会社株主に帰属する当期純利益 114

科　目
当期

自2020年4月1日
至2021年3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 631
投資活動によるキャッシュ・フロー △181
財務活動によるキャッシュ・フロー △12
現金及び現金同等物の増減額 449
現金及び現金同等物の期末残高 1,867
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代表取締役社長

株主の皆様へ トピックス

経営理念

　株主の皆様におかれましては、平素より温かいご支援と格別のご愛顧を賜り
厚く御礼申し上げます。
　当社グループは、2019年度から「“CHANGE” 変える 変わる」をスローガ
ンとする第７次中期経営計画『オーベクスビジョン2021』に取り組んでまい
りましたが、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響により、経営環境
が大きく変化し、最終年度の定量目標「連結売上高61億円、連結営業利益６億
５千万円」の達成が困難となったことから、昨年８月にこの定量目標を取り下
げることといたしました。当連結会計年度は、テクノ製品事業、メディカル製
品事業ともにコロナ禍の影響を受け、売上高は前期実績を下回ったものの、中
期経営計画の諸施策と利益確保に注力した結果、営業利益、経常利益は前期実
績を上回ることが出来ました。
　新型コロナウイルスの世界的な感染の収束は、ワクチン接種が広くいきわた
る来年以降に持ち越されると想定され、経済環境の先行きは厳しい状況にあり
ますが、持続的安定成長の実現のため、引き続き、グループ一丸となって努力
してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻を賜りま
すよう、心よりお願い申し上げます。

2021年6月

真心をこめて、暮らしに欠かせない文化と科学を提案することにより、
 豊かな社会づくりに貢献できる企業を目指します。

　
加圧式医薬品注入器「べセルフューザー」に新たなラインナップが加わりました

人と社会に正しい貢献を

当社の創業者である渋沢栄一は、著書である『論語と算盤』の中で「富を成す根源は何かとい
えば、仁義道徳、正しい道理の富でなければ、その富は完全に永続することができぬ。」と述べ
ています。
その理念を受け継ぐ当社は、企業の存在価値を「どんなに技術が進歩し、さらに高度な時代にな
ろうとも、人と社会に対する正しい貢献の在り方」と考えています。

いつの時代も、可能性をあきらめず、まっすぐに
当社は、明治・大正・昭和・平成と社歴を積み重ねてきました。その間、戦争、度重なる恐
慌、大震災、戦火による全工場の焼失、中折帽子の斜陽化、石油危機、バブル経済崩壊な
ど幾多の試練に直面してきましたが、先人たちは、誠実さと不屈の精神で活路を切り開いてき
ました。この誠実さと不屈の精神は、私たちの誇りであり、かけがえのない財産として受け継
がれています。

「より役立つもの、より優れたもの」を
当社は、豊かな社会づくりに貢献するため、「より役立つもの、より優れたもの」を常に追求しています。これらを実現するため
には、アイデアを生み出す「企画開発」、それを実用化する「技術開発」、安定した製品を生み出す「生産技術」、より品質を高
める「品質管理」のどれひとつをとっても欠かせないものであると考えています。「より役立つもの、より優れたもの」を生み出
すために長年受け継がれてきた誠実さと不屈の精神で日々モノづくりに取り組んでいます。

モノづくりを通じて拡がる未来へ
当社の社名であるAuBEX（オーベクス）は、黎明、曙を意味するフランス語の “ＡＵＢＥ” と可能
性、未来の意味合いを持つ “Ｘ” とからなる合成語であり、「新しい可能性への曙」「拡がる未来」
を意味しています。豊かな社会づくりに貢献する企業を目指し、これからも誠実さと不屈の精神
をもって、モノづくりを通じて「人に想いを伝える、人の想いに応える」企業として、その未来を
拡げていきます。

創業者、渋沢栄一（渋沢史料館所蔵）

東京帽子株式会社柳島分工場
（渋沢史料館所蔵）

　麻酔領域における術後疼痛管理で使用される当社主
力製品「べセルフューザーPCAシステム」は、安全性、
機能性、利便性について市場から高い評価をいただい
ております。
　また、化学療法領域では、当社が開発し特許を取得
した扁平に膨らむ特殊なフラットバルーンにより実現
した、シャツの胸ポケットに入るスリムな形状で携帯
性とデザイン性、優れた流量特性を兼ね備えた「べセ
ルフューザー（化学療法専用typeT）」が2016年の発
売開始以来、こちらも市場から高い評価を受け順調に
シェアを伸ばしております。
　更なる市場シェアの拡大に向けて、市場ニーズの高
かったボリュームレンジの「べセルフューザー（化学
療法専用typeT 100mL）」を新たにラインアップに
加え、2020年11月から発売を開始しております。
　今後も安全かつ高品質な製品を提供するとともに市
場ニーズを適宜製品に反映していきながら医療貢献と
事業拡大を目指してまいります。

化学療法専用typeT 100ml
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